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１

項目 諸元

流域面積 2,360km2

幹川流路延長 183km

流域内人口 約5万人

流域内市町村 5市3町6村

熊野川流域の諸元

熊野川で営まれる御船祭

熊野速玉大社

・ 熊野川は、その源を奈良県吉野郡天川村の山上ヶ岳（標高1,719m）に発し、途中、北山川と合流し熊野灘に注ぐ、流域面積
2,360km2、幹線流路延長183km、流域内人口約5万人の一級河川です。

・ 流域の歴史は古く、宗教文化の中心地として知られ、特に熊野川下流域の熊野本宮大社から熊野速玉大社の間は、世界に類
を見ない世界遺産「川の参詣道」に指定されているなど、歴史的資源が多数存在する。

・ かつては上流の北山村などで生産される材木を筏で新宮まで運んでいた歴史があり、流域の上下流でのつながりは強い。
・ 熊野川本川の水質は水質環境基準A類型を満足するものであるが、支川市田川は流域の都市化に伴う生活排水や事業系排水
の増加により、昭和40年代には河口のBODが50mg/lをこえるほど水質は劣悪であった。
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１．事業の概要



２

①市田川浄化事業【Ｈ３～Ｈ１９】

熊野川支川市田川、その上流の浮島川及び「浮島の森」の水質の改善

水質の改善 悪臭の改善 浮島の森の回復

◇事業目標 ～水環境の整備に係る事業～

◇事業の投資効果

水質の悪化 H13ヘドロの堆積

◇整備内容

導水(H13供用) ヘドロ浚渫(H13～14)

■国：取水口ゲート N=１基
揚水ポンプ N=１基(q=1.0m3/s)
導水路延長 L=1750m 
浚渫 L=8,330m3 

■県：導水路 L=490m 
浮島の森 揚水ポンプ N=１基(q=0.03m3/s)

導水・水質改善

第一下田橋上流 丸山橋下流

第一下田橋上流 丸山橋下流 浮島の森

H19

※整備後の撮影であるが導水
停止の状態で水質悪化の様子
がわかる

浮島の森（模式図）

森全体の死滅が危惧

陸域化・座礁

植物種の減少・変化
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<新宮川水辺プラザ>捨石護岸 L=70ｍ

<池田港地区かわまちづくり>自然石護岸 L＝170ｍ

３

②新宮川水辺プラザ・池田港地区かわまちづくり【Ｈ１３～Ｈ２４】

◇事業目標 ～水辺の整備に係る事業～

＜新宮川水辺プラザ＞ 新宮市による丹鶴城公園整備および史跡整備事業と連携した水辺整備により、治水上の安全性を向
上させるとともに水際部の文化資源を保全し、地域の交流拠点となるような「にぎわいのある水辺」を創出する。
＜池田港地区かわまちづくり＞ 新宮市のまちづくりと連携した水辺整備により、治水上の安全性を向上させるとともに、熊野
古道とのかかわりを中心にした水辺の利活用の推進を図る。

◇整備内容

池田港地区かわまちづくり

御船島

権現河原

浮島の森
[国指定文化財]

蓬莱山
[県指定史跡]

熊野速玉大社
[世界遺産]

(熊野本宮大社まで)

丹鶴城公園
[国指定史跡]

新宮川水辺プラザ

凡 例

整備済

整備中

世界遺産（川の参詣道）

歴史的な資源

◇事業の投資効果

護岸整備による治水上の安全性の向上。炭納屋遺構を活用した丹鶴場公園整備等による

にぎわいある水辺空間の創出。

炭納屋遺構等の文化財
埋没の危険性

熊野川

H11年

＜新宮川水辺プラザ＞

かつての池田港の様子
（Ｓ30年頃）

H24.4

熊野川

現在の池田港

熊野川

H25.5H25.5

捨石護岸の整備 新宮市による史跡整備事業

H.W.L▽6.529

船着き場

多目的広場

池田港地区完成イメージ図、計画断面図

完成イメージ

２．事業の必要性等に関する視点 2/4

護岸整備による治水上の安全性の向上。川舟下りの寄港地等としての水辺の利活用による

熊野川周辺の地域活性化。

＜新宮川水辺プラザ＞

＜池田港地区かわまちづくり＞



再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
社会経済情勢等に大きな変化が
ない

前回評価時の集計範囲
における世帯数は、近
5ヶ年（平成21年から平
成25年）で約3%減とほぼ
横ばい

２）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

前回
全体 Ｂ／Ｃ １．３８
残事業 Ｂ／Ｃ １．２９

３）事業の進捗状況
水環境の整備、水辺の整備を実
施し、進捗率（事業費）100％

平成26年度末まで投資
額：約37億円

事業の進捗の見込みの視点

施工中の護岸が平成23台風23号
により被災。災害復旧（別事業）
実施による事業の一時中断に伴
い、完成時期が変更。

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 －

平成26年度完成である
ため、コスト縮減や代替
案立案等の可能性の視
点は不要

２．事業の必要性等に関する視点（再評価の視点） 3/4

４



2/2
◇事業の投資効果（費用対効果）

■新宮川総合水系環境整備事業における事業諸元、事業期間、総事業費に変更はなく、社会経済情勢等に大きな変化がな
いため、算出を省略。 （前回評価 全体 B／Ｃ １．３８ 残事業 Ｂ／Ｃ １．２９）

２．事業の必要性等に関する視点 4/4

５

※工事完了箇所は、市田川浄化事業

３．事業の進捗の見込みの視点
○事業の進捗状況

■水環境整備事業

・水質改善のため、市田川の浚渫及び浮島川への導水路を整備した。

■水辺整備事業

・施工中の護岸が平成２３年９月台風１２号により被災。災害復旧（別事業）実施による事業の一時中断に伴い、完成時期が
変更になった。

区分 H3年度 ～ H24年度

水辺
整備 新宮川水辺プラザ 池田港地区かわまちづくり

H3 H19

市田川浄化 浮島川水質浄化

H13 H24

水環境
整備

H25年度 ～ H30年度

H26



６

４．関係自治体の意見等

（平成26年12月4日 県総第４５６号）

新宮川総合水系環境整備事業は、歴史と文化を育んでき
た新宮市のまちづくりに関わる重要な事業であり、対応方
針（原案）のとおり事業継続が妥当と考えます。
平成２３年台風１２号による被災により、一時中断し、

完成時期が変更されましたが、引き続き事業を推進し、早
期完成に努めるようお願いします。

■和歌山県知事



（１）事業の必要性等に関する視点
・新宮川水系では、悪化した支川の水質改善が求められると同時に、その歴史的な資産を活かし
た、空間の利用が求められている。

新宮川水系総合環境整備事業は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見込みの視点
から継続が妥当であると判断できる。

（２）事業の進捗の見込みの視点
・本事業は、平成3年度に着手し、災害復旧等による中断期間を経て平成26年度に施設が完成す
る予定である。
・引き続き事業を推進し、早期の完了を目指す。

■対応方針（原案）

事 業 継 続

５．対応方針（原案）

７










